






































































































政治哲学者 J . ランシエールの議論と接合して
いるように思われる。
　シチュアシオニストは存在したとしても，シ
チュアシオニズムは存在しないように，フー
コーから影響を受けた人々は数多いても，フー
コー主義は存在しない。ウォルターズはこのこ
とから出発して，「道具箱」としての統治性概
念を分析しながら，同時にこれを用いようとす
る私たちの双方を常に批判せよと主張する。そ
うすることで私たちは，現代日本における不条
理と社会的排除に対して，ニヒリズムではなく
前を向いて立つことができる。
　最後に，本書を出版した月曜社はいわゆる小
規模版元であるが，エルンスト・ユンガーの著
作群やポール・ギルロイの『ブラック・アトラ
ンティック』など，社会学徒が注目すべき作品
を多く出版している。京都においてもこのよう
に意欲溢れる小出版社は多くあるが，「もうす
ぐ絶滅すると言われる紙の書物」を粘り強く支
える編集者と著者らの作品リストを時系列で眺
めてみるとき，出版社もまたウォルターズの方
法と同じように，「対抗的記憶」と「忘れられ
た闘争」に寄り添って政治的なものの境界線に
挑戦し続けていることに気づかされる。
　　　　　（やまもと　なお
　　　　　　　　　　　　社会学部専任講師）
